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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

く
ら
て
の
明
日
を
紡
ぐ
会
ホ

タ
ル
部
会
で
は
、
ホ
タ
ル
の
保
護

活
動
、
鑑
賞
会
の
案
内
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
人

は
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
部
会
で

も
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
会
費　

３
千
円

●
問
い
合
わ
せ　

く
ら
て
の
明

日
を
紡
ぐ
会
（
栗
田
）
☎
（
０

８
０
）
３
９
９
２
局
４
６
３
０

番
ま
で

町
で
は
次
の
と
お
り
、
人
権
教

育
学
級
を
開
設
し
ま
す
。

●
と
き　

①
６
月
５
日
（
火
） 

②
12
日
（
火
）
③
20
日
（
水
）

④
26
日
（
火
）
の
午
後
２
時
か
ら

●
①
の
内
容　

▽
講
師
＝
落
水

洋
介
さ
ん
▽
演
題
＝
病
気
を

し
た
け
ど  

今
が
一
番
幸
せ　

※
②
③
④
の
内
容
は
広
報
６

　

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯

学
習
係
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

人
権
教
育
学
級
を

開
設
し
ま
す

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

ホ
タ
ル
の
保
護
活
動

な
ど
を
行
う
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

●
く
ら
て
の
明
日
を
紡
ぐ
会
ホ
タ
ル
部
会

鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

で
は
、
次
の
と
お
り
講
演
会
を
行

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
と
き　

５
月
26
日
（
土
）
午
後

２
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
内
容　

▽
演
題
＝
知
恵
と
工
夫

で
大
介
護
時
代
を
乗
り
切
ろ
う

▽
講
師
＝
河
上
勝
代
さ
ん
（
鞍
手

町
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
）

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
男
女
共

同
参
画
ネ
ッ
ト
事
務
局
（
森
）

☎
４
２
局
８
８
１
１
番
ま
で

男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

講
演
会
を
行
い
ま
す

●
鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

く
ら
て
の
芸
能
人
が

大
集
合
�

く
ら
て
芸
能
ま
つ
り

●
鞍
手
町
文
化
連
盟

鞍
手
町
文
化
連
盟
で
は
、
次

の
と
お
り
第
27
回
く
ら
て
芸
能

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
今
回

も
芸
能
愛
好
者
が
多
数
出
演
し
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

５
月
13
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
文
化

連
盟
（
中
央
公
民
館
内
）
☎

４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

鞍
手
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
く
ら
て
病
院
、
社
会
福
祉
法

人
直
鞍
会
や
す
ら
ぎ
園
、
鞍
手
中
学
校
の
協
働
で
体
操
を
制
作
し
ま

し
た
。
鞍
手
町
に
馴
染
の
あ
る
「
鞍
手
音
頭
」
を
音
源
と
し
て
使
用

し
て
お
り
、
誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
体
操
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１
世
帯
に
つ
き
１
枚
の
み
無
料
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
使
用
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
３
局
３
０

１
９
番
ま
で

ふ
っ
く
ら
く
ら
て
体
操
で
元
気
に
な
ろ
う
�

●
鞍
手
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

く
ら
て
病
院
で
は
、
次
の

と
お
り
休
日
乳
が
ん
検
診
を

行
い
ま
す
。

●
と
き　

６
月
３
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
て
病
院

●
対
象
者　

40
歳
以
上
の
人
（
18
歳
か
ら
39

歳
ま
で
の
人
は
超
音
波
エ
コ
ー
の
み
）。
対

象
年
齢
で
な
い
人
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
定
員　

20
人
（
隔
年
受
診
）

●
予
約
受
付
開
始
日
時　

５
月
21
日
（
月
）

午
前
10
時
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
料
金　

①
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
は

６
０
０
円
（
超
音
波
エ
コ
ー
の
み
の
人
は

３
０
０
円
）
②
乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
持
っ
て
い
る
人
は
無
料
③
生
活
保

護
受
給
者
は
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
く
ら
て
病
院
☎

４
２
局
１
２
３
１
番
ま
で

く
ら
て
病
院
で
休
日
に

乳
が
ん
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す

●
く
ら
て
病
院

炭
坑
勉
強
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
町
歴
史
民
俗
博
物
館

昨
年
度
は
５
回
の
炭
鉱
勉
強
会
を
行
い
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
次
の

と
お
り
炭
鉱
勉
強
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
鞍
手
町
の
炭
坑

に
つ
い
て
知
り
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
前

回
ま
で
の
勉
強
会
の
資
料
も
配
布
し
ま
す
の
で
、
初
め
て

の
人
も
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

●
と
き　

５
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま

で
（
予
定
）

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階　

研
修
室
３

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
歴
史
民
俗
博
物
館
☎
４
２
局
３

２
０
０
番
ま
で

町
で
は
、
少
年
期
に
お
け
る
人
権
意
識
の
向
上
を
め
ざ

す
人
権
教
育
啓
発
活
動
と
し
て
、
次
の
と
お
り
鞍
手
町
人

権
子
ど
も
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
人
権
学
習
や
自
学
学

習
、
様
々
な
体
験
学
習
を
行
っ
て
お
り
、
随
時
申
し
込
み

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ
と
は
教
育
課
生
涯
学
習
係

（
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

人
権
子
ど
も
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会
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皆
さ
ん
は
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
い

う
も
の
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

そ
の
名
の
と
お
り
「
終
わ
り
」
を
記
し
た

ノ
ー
ト
で
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、
遺
言
書

が
「
死
後
の
財
産
分
与
」、
遺
言
が
「
最
後

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

は
「
人
生
の
記
録
」
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

私
は
33
歳
の
時
、
あ
る
出
来
事
が
き
っ

を
身
を
も
っ
て
知
っ
た
の
で
、
書
き
残
す

こ
と
の
大
事
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
仕
事
上
、

人
の
「
死
」
に
立
ち
会
う
機
会
が
多
く
、

「
死
」
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
迎

え
る
と
い
う
こ
と
を
職
場
復
帰
し
て
、
よ

り
強
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

３
年
前
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
、
夫

や
息
子
、
家
族
や
友
人
、
職
場
の
上
司
や

く
れ
た
こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
和

歌
が
あ
り
ま
す
。『
明
日
あ
り
と
思
う
心

の
仇
桜　

夜
半
に
嵐
の
吹
か
ぬ
も
の
か

は
』
こ
の
歌
の
よ
う
に
後
悔
し
な
い
よ
う

に
、
や
ろ
う
と
思
っ
た
と
き
に
や
る
こ
と

に
し
、
長
期
に
渡
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ

か
け
で
こ
の
ノ
ー
ト
に
記
し
始
め
ま
し

た
。
ま
さ
か
、
自
分
が
こ
ん
な
に
早
く
こ

の
ノ
ー
ト
を
手
に
す
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
書
く
こ
と
に
抵
抗
は
あ
り

ま
し
た
。
で
す
が
、
生
後
７
か
月
の
子
ど

も
が
い
た
こ
と
、
そ
れ
ま
で
当
た
り
前
に

来
る
と
思
っ
て
い
た
毎
日
が
、
当
た
り
前

に
来
な
い
日
が
突
然
訪
れ
る
と
い
う
こ
と

同
僚
、
夫
の
友
人
や
仕
事
関
係
者
等
、
本

当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
に
励
ま
し
の
言
葉

や
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
閉
ざ
さ

れ
た
空
間
で
、
社
会
か
ら
突
然
取
り
残
さ

れ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
た
私
の
思
い
を
吹

き
飛
ば
し
て
く
れ
た
こ
と
、
０
歳
だ
っ
た

息
子
に
私
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
皆
様

に
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
夫
を
支
え
て

さ
っ
て
い
る
方
々
に
恥
じ
な
い
よ
う
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
い
つ
何
が
起
き
て
も
い
い

よ
う
に
定
期
的
に
ノ
ー
ト
に
記
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
寺
原
家
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
由
香
利
さ
ん
（
新
延
・
36
歳
）
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晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
紫
村
由
貴
子
さ
ん
（
八
尋
）
で
す
。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

サークル名 活動日（○内は曜日）

アロハ・フラ鞍手Ⅰ 第1・2・3㊊

洋裁教室（リフォーム） 第1・2・3㊊

和敬会（茶道Ｂ） 第1・3㊌

絵本を楽しむ会 第4㊊

琴由利会（大正琴） 第1・3㊊

アロハ・フラ鞍手Ⅱ 第1・2・3㊊

歌を楽しむ会 第1・2・3・4㊊

木彫教室 第1・3㊋

郷の会（万年毛筆実用書道） 第1・３・4㊎

鞍陶会（陶芸教室） 毎週㊋・㊎

一般書道 第1・3㊌

押花教室Ａ 第2・4㊌

装友会（表装） 第1・3・4㊍

押花教室Ｂ 第1・3㊍

木洩れ日俳句会 第4㊍

どれみの会（コーラス） 第1・2・3㊎

手編み教室 第1・2・3㊎

くらじ短歌会 第1㊎

鞍手太極拳クラブ 第1・2・4㊎

郷の会Ⅱ（万年毛筆実用書道） 第1・3・4㊌

ウクレレ　ホヌ・オハナ 第1・2・3㊋

ハワイアンフラ　カ・リコプア・フラレア 第1㊍

平成30年度中央公民館自主サークル
● 中央公民館自主サークルの皆さん

中央公民館では、次のとおり 22 のサークルが生涯学習
活動を行っています。興味がある人はご連絡ください。一
緒に集い、学びあい、友だちづくりをしましょう。

東  浪子さん
（城ヶ崎）短歌

なにもない炭鉱跡
地だったところに、
最 初 に 20 軒 の 住
宅城ヶ崎団地の隣組
が誕生。40 人近く
の子どもの声であふ
れかえっており、折
からの高度成長期に
団地は世帯数も増え
たけど、子どもが巣
立った今、高齢者ば
かりが増えました。

炭や

ま鉱
跡
の
終
の
住
処
も
半
世
紀

数あ

ま

た多
子
ら
の
声
泡う

た
か
た沫
の
ご
と
し

● 問い合わせ　中央公民館☎４２局７２００番まで

森  恵津子さん
（新北）粘土

石粉粘土で、バスケットを作成しました。
いちごと小花をアレンジしています。バス
ケットの色はワイン色です。（大きさ：縦
15cm、横31cm）


